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７
月
１
日
、
役
場
で「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」の
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
保
護
司
会

長
の
堀
本
順
亮
氏
が
和
歌
山
県
知

事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読

し
、寺
本
町
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、青
少
年
育
成
委
員
会
、

海
南
保
健
所
の
方
々
に
よ
り
、
街

頭
啓
発
が
実
施
さ
れ
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
及
び
夏
の
子
ど
も

を
ま
も
る
運
動
の
チ
ラ
シ
や
啓
発

用
品
を
配
っ
て
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

今
年
も
、
敬
老
の
日
が
ま
い
り

ま
し
た
。
紀
美
野
町
の
高
齢
者
の

皆
様
の
ご
長
寿
を
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

来
る
９
月
４
日（
土
）旧
野
上
町

地
区
・
９
月
５
日（
日
）旧
美
里
町

地
区
に
区
長
会
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

そ
の
他
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
、
町
主
催
に
よ
る
平
成

22

年
度
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

＊
平
成
22
年
９
月
30
日
で
75
歳
以

上
の
方
が
対
象
で
す
。

＊
敬
老
金
の
支
給（
き
み
の
共
通

商
品
券
）　

75

歳
以
上　
　

２
、０
０
０
円

80

歳
以
上　
　

３
、０
０
０
円

90

歳
以
上　
　

５
、０
０
０
円

100
歳
以
上　

１
０
、０
０
０
円

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

街
頭
啓
発
も
実
施

平
成
22
年
度
　
敬
老
会
の
お
知
ら
せ

  

が
た
ろ
大
作
戦
に

　

  

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

が
た
ろ
大
作
戦
と
は
、
貴
志
川

の
水
辺
や
水
中
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ

な
ど
を
拾
っ
て
、
貴
志
川
を
美
し

く
し
よ
う
と
す
る
活
動
で
す
。
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
濡
れ
た
り
、
汚

れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
対
応
で
き

る
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

日　

時　

９
月
５
日（
日
）

　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分
ま
で

　
　

開
会
式　

午
前
９
時
～

　
　
　
　
（
下
佐
々
こ
ど
も
広
場
）

２　

場　

所

次
の
場
所
へ
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
吉　

野　
　

小
川
橋
下
河
原

■
下
佐
　々
　

こ
ど
も
広
場

■
平
・
吉
見　

吉
見
橋
下
河
原

■
動　

木　
　

龍
光
寺
橋
詰

■
小　

畑　
　

さ
ん
ま
い
河
原

３　

そ
の
他

①
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
紀

美
野
町
中
央
公
民
館
（
℡
４
８
９

―
５
９
１
５
）
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
締
切
り
８
月
25
日
ま
で
）

②
当
日
、
正
午
か
ら
、
下
佐
々
こ

ど
も
広
場
で
焼
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
ま
す
。
が
た
ろ
大
作
戦
に
参

加
し
て
く
れ
た
人
は
、
下
佐
々
こ

ど
も
広
場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

③
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館

ま
で
。

主
催　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス

　
　
　

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

共
催　

野
上
の
す
て
き
な
ゴ
ミ

　
　
　

仲
間

後
援　

紀
美
野
町

　
　
　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

紀美野町敬老会（旧野上町地区）

日時：平成 22 年９月４日（土）
　　　午後１時から
場所：紀美野町中央公民館　大ホール
内容：式典
　　　演芸　歌謡：島倉　千代子　
　　　　　　歌謡：冠　二郎

紀美野町敬老会（旧美里町地区）

日時：平成 22 年９月５日（日）
　　　午後１時から
場所：紀美野町文化センター
内容：式典
　　　演芸　歌謡：島倉　千代子
　　　　　　歌謡：冠　二郎

街
頭
啓
発
風
景（
野
上
郵
便
局
前
）

島　倉　千代子冠　　　二　郎

た
だ
い
ま

「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

実
施
中
！　
　
　
～
８
月
31
日
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海
南
・
海
草
租
税
教
育
推
進
協

議
会
は
、
地
方
公
共
団
体
及
び
教

育
関
係
機
関
の
協
力
の
下
、「
税

へ
の
関
心
を
深
め
、
納
税
の
公
平

を
理
解
す
る
」な
ど
を
目
的
と
し
、

租
税
教
室
を
毎
年
、
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
野
上
中
学
校
へ
、
海

南
税
務
署
の
職
員
、美
里
中
学
校
、

長
谷
毛
原
中
学
校
へ
、
役
場
税
務

課
の
職
員
が
出
張
し
、
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

７
月
７
日　

野
上
中
学
校

７
月
８
日　

長
谷
毛
原
中
学
校

７
月20

日　

美
里
中
学
校

納
税
相
談
に
つ
い
て

町
税
等（
固
定
資
産
税
、
町
県

民
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
）に
つ
い
て
、

納
期
限
内
に
納
付
い
た
だ
い
て
い

な
い
場
合
は
、
督
促
状
や
催
告
書

を
送
付
し
、
納
付
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
放
置
せ
ず
、
必
ず
税

務
課
へ
納
税
相
談
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

納
付
相
談
を
行
わ
ず
放
置
し
た

場
合
は
、
や
む
を
得
ず
滞
納
処
分

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

     

【
滞
納
処
分
】

国
税
徴
収
法
等
の
法
令

に
基
づ
き
、
所
有
財
産（

預
貯
金
、
不
動
産
、
給
与

な
ど
）を
調
査
し
、
差
押

さ
え
を
行
い
ま
す
。
差
し

押
さ
え
た
財
産
は
、
換
価

し
、
未
納
の
税
等
及
び
手

数
料
、
延
滞
金
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

  
租
税
教
室
を

　
　
　
　
開
催!!

10月1日は、 国勢調査。
あなたの調査票には、日本の未来が詰まっています

●日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●調査結果は、地方交付税交付金の算出や選挙区の改定に使われるほか、
高齢者の介護・医療、雇用対策、児童福祉、生活環境の整備など、私
たちの暮らしのさまざまな分野に役立てられます。

●９月下旬から、調査員がすべての世帯を訪問し、調査票を配布します。
調査内容は、男女の別、出生の年月、就業状況、
通勤・通学地、住居の種類など、全 20 項目です。

調査へのご回答、よろしくお願いいたします。

【問い合わせ】　企画管財課（℡ 489-5913）

★
自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
、
左
記
の

コ
ー
ス
の
種
目
説
明
会
を
行
い
ま

す
★

自
衛
官
候
補
生

（
任
期
制
自
衛
官
へ
）

【
18
歳
以
上
27
歳
未
満
対
象
】	

一
般
曹
候
補
生

【
18
歳
以
上
27
歳
未
満
対
象
】	

航　

空　

学　

生

【
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
対
象
】

看　

護　

学　

生

【
高
卒（
見
込
含
）24
歳
未
満
対
象
】

防
衛
大
学
校
学
生

【
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
対
象
】

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

【
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
対
象
】

高
等
工
科
学
校
生
徒

【
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

男
子
対
象
】

★
自
衛
隊
説
明
会
の
ご
案
内
★

日
時
‥
８
月
28
日
（
土
）

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所
‥
紀
美
野
町
中
央
公
民
館

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
８
番
地
４	

備
考
‥

①
対
象
者

15
歳
以
上
で
進
学
・
就
職
で
お

悩
み
の
方
（
中
学
生
の
方
は
父

兄
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。）

②
説
明
時
間

15
～
30
分
/
人
（
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い

時
に
お
越
し
下
さ
い
。）

③
入
場
無
料

＊
右
記
以
外
の
平
日
は
、
自
衛
隊

和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所
で
随
時
、
説
明
会
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
は
★  　
　
　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部　

有
田
募
集
案
内
所 

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
︱
２

℡
０
７
３
７
︱
８
２
︱
６
６
３
１

又
は
０
７
０
︱
６
５
８
９
︱

０
３
２
６
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
22
年
度　
防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
谷
毛
原
中
学
校
で
開
か
れ
た
租
税
教
室



子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
校
修
了

ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
子
ど
も
一
人
に

つ
き
月
額
１
万
３
千
円
が
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。
申
請
が
必
要
な

方
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
は
平
成22

年
９
月30
日
ま

で
に
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
保
健
福
祉
課
ま
た
は
、
美
里

支
所
住
民
室
に
て
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
９
月30

日
を
過
ぎ
ま

す
と
申
請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
が
必
要
な
方

・
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
の
中
に
、

中
学
２
年
生
３
年
生
が
お
ら
れ

る
方
。

・
中
学
１
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
ま

で
所
得
制
限
等
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

方
。

児
童
扶
養
手
当
の
父
子
家
庭
へ
の

支
給ひ

と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成22

年
８

月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
の
父
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
所
得
制
限
あ
り
）。
平
成22

年11

月30

日
ま
で
に
紀
美
野
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課
ま
た

は
、
美
里
支
所
住
民
室
に
て
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。11

月30

日

を
過
ぎ
ま
す
と
申
請
の
翌
月
か
ら

の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

へ〈現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
〉

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
又
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に

つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と

自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、
８
月
２
日
か
ら
８

月31

日
ま
で
の
間
に
、
現
況
届
を

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

保
健
福
祉
課
ま
た
は
、
美
里
支
所

住
民
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
制
限
等
で
現
在
支
給

が
停
止
さ
れ
て
い
る
方
も
必
ず
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い

て20

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
も

し
く
は
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
、
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

70
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

入
院
時
の
医
療
費
が
高
額
に
な

っ
た
と
き
、
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の

支
払
い
と
な
る「
限
度
額
適
用
認

定
証
」を
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の70

歳
未
満
の
方
に
交
付
し
て
い

ま
す
。
こ
の
認
定
証
の
交
付
は
、

事
前
に
役
場
住
民
課
・
住
民
室
に

お
い
て
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、「
保
険
証
」と「
印
鑑
」を
持

参
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
既
に
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
認
定
証

の
有
効
期
限
が
平
成22
年
７
月31

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
更
新

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
に
な
る
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

◎
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て

自
己
負
担
限
度
額
は
、
１
か
月

・
１
医
療
機
関
・
１
診
療
科
ご
と

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
２
つ
以
上
の

医
療
機
関
で
の
受
診
、
総
合
病
院

な
ど
２
つ
以
上
の
診
療
科
で
の
受

診
や
、
同
じ
医
療
機
関
で
の
外
来

と
入
院
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院
時
の
食

事
代
や
室
料
差
額
な
ど
の
保
険
適

用
外
は
計
算
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。な

お
、
過
去12

か
月
間
に
、
一

つ
の
世
帯
で
高
額
療
養
費
の
支
給

が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、
限

度
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

70
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

70

歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
受
給

者
証（
ピ
ン
ク
色
）を
提
示
す
る
こ

と
で
一
つ
の
医
療
機
関
に
お
け
る

入
院
時
の
窓
口
負
担
に
自
己
負
担

限
度
額
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て

自
己
負
担
限
度
額
は
、
１
か
月

ご
と
に
、「
病
院
・
診
療
所
」「
歯

科
」「
調
剤
薬
局
」
な
ど
を
区
別

せ
ず
合
算
し
ま
す
。
ま
た
、
外
来

は
個
人
ご
と
に
ま
と
め
、
入
院
を

含
む
自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯
内

の70

歳
以
上
の
方
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
）
で
合
算
し
て
計
算

し
ま
す
。
な
お
、
入
院
時
の
食
事

代
や
室
料
差
額
な
ど
の
保
険
適
用

外
は
計
算
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ

る
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
は
交
付
で
き
ま

せ
ん
。

※
外
来
の
場
合
は
、
窓
口
負
担
が

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
も
、

い
っ
た
ん
は
そ
の
負
担
額
を
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
己
負
担

額
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、
後

日
申
請
に
よ
り
払
い
戻
さ
れ
ま
す

（
該
当
者
の
方
に
は
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
）。

※
限
度
額
の
適
用
は
、
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
）

　

住
民
課
国
保
係

　
　

℡　

４
８
９
―
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室

　
　

℡　

４
９
５
―
３
４
６
３

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

　
　

～
入
院
し
た
と
き
の
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
～

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
申
請
に
つ
い
て

〈
手
当
月
額
〉

一
級　

月
額
５
０
，
７
５
０
円

二
級　

月
額
３
３
，
８
０
０
円

な
お
、
受
給
者
に
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
児

童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
は
、
８
月11

日
か

ら
９
月10

日
ま
で
の
間
に
、
所
得

状
況
届
を
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課
ま
た
は
、

美
里
支
所
住
民
室
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
制
限
等
で

現
在
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方

も
必
ず
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
）
保
健
福
祉
課

℡　

４
８
９
―
９
９
６
０
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６
月
17
日
、
野
上
小
学
校
で

１
９
９
８
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
Ｗ
杯
）
フ
ラ
ン
ス
大
会
に
出
場

さ
れ
た
中
西
永
輔
さ
ん
（
37
）
を

招
い
て
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た

ち
に
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
実

技
指
導
や
話
を
聞
く
こ
と
で
ス

ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
文
部
科
学
省
・
日
本
体
育
協

会
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向

上
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
体
育
館
で
中
西
さ
ん

は
、「
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、

人
一
倍
努
力
が
必
要
で
す
。」
と

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
と
い

う
小
学
時
代
の
夢
を
実
現
さ
れ
た

体
験
談
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
、
６
年

生
49
人
に
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
体
の

動
か
し
方
や
基
礎
的
な
運
動
な
ど

の
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、

中
西
さ
ん
が
シ
ュ
ー
ト
を
披
露
す

る
と
、
児
童
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

少
林
寺
拳
法
和
歌
山
野
上
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
６
月
27
日

（
日
）
に
和
歌
山
県
立
体
育
館
で

行
わ
れ
た
２
０
１
０
年
少
林
寺
拳

法
和
歌
山
県
民
体
育
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
規
模
は

県
全
域
の
57
支
部
が
対
象
で
、
参

加
登
録
人
数
は
６
５
０
名
に
達
し

ま
す
。

当
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
発
足

し
て
以
来
初
め
て
の
大
会
出
場

で
、
親
子
の
組
演
武
３
組
と
小
学

生
の
組
演
武
２
組
の
計
５
組
10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
全
員
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
そ
の
中

の
親
子
組
演
武
で
「
松
尾
光
徳
・

松
尾
泰
斗
」
組
が
努
力
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

第
31
回
毎
日
新
聞
社
杯
争
奪
少

年
野
球
大
会
が
７
月
４
日
に
紀
美

野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
７
月
11
日
に
農
村

総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
町
か
ら

は
、
少
年
野
球
大
会
に
野
上
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
・
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
野

上
少
女
バ
レ
ー
・
美
里
少
女
バ

レ
ー
が
出
場
し
、
健
闘
し
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
少
年
野
球
大
会

　

優　

勝　

中
野
上
少
年
野
球

　

準
優
勝　
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

優　

勝　
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

準
優
勝　

野
上
少
年
野
球

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
優　

勝　

う
つ
み
少
女
バ
レ
ー

・
準
優
勝　

巽
少
女
バ
レ
ー

サ
ッ
カ
ー
教
室
開
か
れ
る
!!

野
上
小
学
校

和
歌
山
県
民
体
育
大
会

出
場
!!

小
林
寺
拳
法
和
歌
山
野
上

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

６
月
27
日
に
紀
三
井
寺
公
園
陸

上
競
技
場
で
第
26
回
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会
和
歌
山
県
予

選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
に

一
度
の
全
国
大
会
県
予
選
と
い
う

こ
と
で
県
内
の
陸
上
チ
ー
ム
や
小

学
校
か
ら
出
場
す
る
中
、
の
か
み

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
女
子
チ
ー

ム
が
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
女
子

の
部
に
お
い
て
、
見
事
優
勝
し
、

８
月
28
日
に
東
京
都
国
立
競
技
場

で
開
催
さ
れ
る
第
26
回
全
国
小
学

生
陸
上
競
技
交
流
大
会
へ
出
場
し

ま
す
。

リ
レ
ー
の
選
手
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
選
手
】
日
裏
ひ
な
の
・
中
浴 

成

美
・
松
原 

聖
・
柏
木 

宏
美
・
小

久
保 

夢

先
日
、「
わ
か
や
ま
田
舎
暮
ら

し
フ
ェ
ア
i
n
大
阪
」に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
県
内
の
田
舎
暮
ら

し
を
推
進
す
る
1
0
市
町
村
に
よ

る
相
談
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
紀

美
野
町
だ
け
で
も
2
5
組
の
田
舎

暮
ら
し
希
望
者
が
相
談
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
先
輩
定
住
者
が

体
験
談
を
語
る
セ
ミ
ナ
ー
も
行
わ

れ
、
紀
美
野
町
内
で
家
具
職
人
・

大
工
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
イ

ギ
リ
ス
人
の
ド
ミ
ニ
ク
・
ア
レ
ン

さ
ん
が
紀
美
野
に
魅
か
れ
た
き
っ

か
け
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
の
方
か
ら
は「
本
当

に
た
く
さ
ん
の
方
が
来
ら
れ
て
い

て
和
歌
山
U
I
タ
ー
ン
は
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。」と
の
声
を
頂

き
ま
し
た
。

の
か
み
ア
ス
リ
ー
ト

ク
ラ
ブ
女
子
リ
レ
ー
が

全
国
大
会
へ
出
場

き
み
の
定
住
を
支
援
す

る
会
だ
よ
り

第
31
回
毎
日
新
聞
社
杯
争

奪
少
年
野
球
大
会
及
び
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

2010.85
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25
組
の
田
舎
暮
ら
し
希
望
者
が
訪
れ
た

紀
美
野
町
相
談
ブ
ー
ス

6 年生たちを指導する元日本代表の中西永輔さん



平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。
子育て支援センターからのお知らせ

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○野上第１保育所：８月　９日（月）・２３日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：８月　３日（火）・１７日（火）　℡４８９－４９５３
○神 野 保 育 所：８月　４日（水）・１８日（水）　℡４９５－２０４９
○毛 原 保 育 所：８月１１日（水）・２５日（水）　℡４９９－０１３１

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉※留守の場合は、野上第1保育所
○コアラ　　　８月１０日（火）９：３０～１１：３０　野上第２保育所（水遊び）
○カンガルー　８月２４日（火）９：３０～１１：００　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
	 毎週　月曜日（９：００～１１：３０・１４：００～１６：３０）
	 第１，３，５週の木曜日　（９：００～１１：３０）
【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
	 毎月　第２，４週の木曜日（９：３０～１１：３０）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　  ※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

海南保健所だより
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

８月　９日（月）14：00 ～ 16：00
８月２３日（月）14：00 ～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 ８月　９日（月）14：00 ～ 16：00
８月２３日（月）14：00 ～ 16：00

検 便 ８月　９日（月）14：00 ～ 16：00
８月２３日（月）14：00 ～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が
　相談に応じます。

８月１１日（水）９：00 ～
８月２５日（水）13：30 ～
　　　　　　　　　　　　　※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

８月　９日（月）15：00 ～ 16：00
８月２３日（月）15：00 ～ 16：00
　　　　　　　　　　　　　※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00 ～ 17：00

エイズ即日検査
検査結果は約１時間後（確認検査が必
要と判断された場合は約２週間後）に
お知らせします。

８月２３日（月）　17：00 ～ 19：00
　　　　　　　　　　　　　※予約制です。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

■場所：総合福祉センター
■とき：4 日、11 日、18 日、25 日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談
　　　　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知
り、今後のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相

談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ち
の方は、必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健康相談のお知らせ

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
　〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
　〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
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障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

８月３日（火）
総合福祉センター　9時30分～正午
美里支所　13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

８月18日（水）
総合福祉センター　9時30分～正午
美里支所　13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

問い合わせは保健福祉課まで（℡ ４８９－９９６０）

健康づくりコーナー

平成22年７月８日

中尾ヒサ子さんは、大正14年生まれで
現在84歳です。

6月19日に開催した「俳句ウォーキン
グ」に最高齢者として参加されました。

毎日4時に起き、家の用事をした後6時
半にはラジオ体操をされています。

また、友達の家を訪ねたりお世話をしたりするため、お茶を
持って毎日10ｋｍ以上は歩いているそうです。加えて、家の周辺
は土の急な坂道であるため、足腰がしっかりされ非常に早足です。

今は暑いため、主治医からは歩き過ぎないように言われている
ようですが、小畑から毛原まで歩くこともあったようです。

今も国道を歩いていると、車に乗った方から「がんばれ」と声
をかけられると笑顔で話されていました。

食事は、毎日3合のご飯と、梅干やらっきょうの他５種類のお
かずをしっかり食べているそうです。

また、たくさん汗をかくので、お湯で汗を流すようにしている
ためか、今まで風邪を引いたことがないと言われていました。

現在はひとりで生活されていますが、今回のインタビューのた
め訪問した時、娘さんや友達から3回も電話がかかり、日頃のお
付き合いが多いようです。

中尾さんは、心の持ち方ひとつで生活も変わる、くよくよしな
いでがんばるようにしている、顔を洗う時は心も洗うようにして
いると比較的早口で言われました。

障害者グラウンド・ゴルフ
大会参加者募集
第４回和歌山県障害者グラウンド・ゴルフ大会が
紀美野町で開催されます。

日 時 平成22年10月３日（日）
午前９時45分から午後４時

場 所 紀美野町スポーツ公園

参加資格

平成22年10月３日現在13歳以上
の方で、身体障害者手帳・療育手帳
の交付を受けた方及び健常者。（健
常者の出場については、障害者４名
につき１名以内の参加とする。）
個人・団体どちらでも申し込みを受
け付けます。

参 加 費
７００円（保険料含む）

（昼食（弁当）希望の方は、別途
８００円）

表 彰 男女各１位から６位まで
ホールインワン賞　抽選賞有り

申し込み
締め切り 平成22年８月27日（金）

申 し 込 み
問い合わせ

保健福祉課
（℡ ４８９－９９６０）

後期高齢者健康診査自己負担費（600円）助成のお知らせ
（後期高齢者健康診査を受診される方へ）

後期高齢者健康診査（和歌山県後期高齢者医療広域連合から案内通知あり）の申し込みをされ、受診された方に対し、当町
では自己負担費（600円）を助成致します。

★海南市、紀美野町の医療機関で受診される場合は無料となります。
★海南市、紀美野町以外の医療機関で受診される場合は医療機関の窓口で立替払いをしていただき、紀美野町役場保健福祉課で

払い戻しの手続きをして下さい。（郵送でも可）

＊払い戻しに必要なもの（海南市、紀美野町以外で受診される場合）
　①申請書　振込み口座番号、押印が必要
　②医療機関発行の領収書原本（健診を受けた方の氏名、受診年月日、領収金額、領収印、医療機関名が明記されているもの、

レシートは不可です。）
●払い戻し申請は健診後６ヶ月以内に行って下さい。（以降は無効）

申請：問い合わせ　保健福祉課　℡：489-9960
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健康実践インタビュー
（第4回  中尾ヒサ子さん）



2010.8 8

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

（
第
３
期
対
策
）が
始
ま
り
ま
す

平
成22

年
度
か
ら
平
成26

年
度

ま
で
の
５
年
間
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度（
第
３
期
対
策
）が

始
ま
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

と
は
、
中
山
間
地
域
な
ど
農
業
生

産
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、

５
年
以
上
農
業
を
続
け
る
こ
と
を

約
束
し
た
農
業
者
の
方
々
に
対
し

て
、
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。当

町
の
農
地
も
大
多
数
が
、
中

山
間
地
域
の
対
象
農
地
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
注
意
事
項
）

①
５
年
以
上
農
業
を
続
け
る
こ
と

を
約
束
し
た
農
業
者
で
あ
る
こ

と
。

②
傾
斜
地
の
農
地
（
田
・
畑
）
に

限
り
ま
す
。

③
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で

あ
る
こ
と
。

④
１
グ
ル
ー
プ
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
農
地
を
持
っ
て
、
申
し
込

む
こ
と
。

⑤
申
込
期
間
は
８
月
中
で
す
。

（
問
い
合
わ
せ
）

　

本
庁
産
業
課

　
　

℡
４
８
９
―
５
９
０
１

支
所
建
設
・
産
業
室

℡
４
９
５
―
３
４
６
２

老齢基礎年金の額を増やしたい方には「付加年金」という制度があります

事
業
主
の
皆
様
へ

毎
月
支
払
う
従
業
員
の
給
与
か

ら
住
民
税（
市
町
村
税
と
県
民
税
）

を
天
引
き
し
て
納
付
し
て
頂
く
制

度
を
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
。

地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
３
等

で
は
、
原
則
と
し
て
事
業
者
が
特

別
徴
収
を
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
だ
特
別
徴
収
を
お
こ
な
っ
て

い
な
い
事
業
者
は
、
一
度
町
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
務
課　

℡
４
８
９
―
５
９
０
５

紀
美
野
ふ
る
さ
と
農
園

（
下
佐
々
）
が
オ
ー
プ
ン

下
佐
々
地
区
に
紀
美
野
ふ
る
さ

と
農
園
が
完
成
し
ま
し
た
。

野
菜
づ
く
り
を
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

農
園
の
概
要

・
１
区
画　

約
30
㎡

・
年
間
利
用
料

　

１
２
，
０
０
０
円

・
付
属
施
設

　

農
具
倉
庫　

簡
易
休
憩
所

　

駐
車
場　

上
水
道　

ト
イ
レ

（
問
い
合
わ
せ
）

産
業
課　

℡
４
８
９
―
５
９
０
１

男
女
共
同
参
画
井
戸
端
会
議

地
域
や
家
庭
の
こ
と
を
気
軽
に

話
し
ま
せ
ん
か

日
時　

平
成
22
年
８
月
30
日（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
～
３
時
頃

場
所　

紀
美
野
町
役
場　

２
階　

　
　
　

２
Ｂ
会
議
室

講
師　

ア
ク
ト
研
究
室

　
　
　

鳥
渕　

朋
子

定
員　

30
人

申
込
方
法　

電
話
（
４
８
９
―

２
４
３
０
）
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
４
８
９
―
２
５
１
０
）
で
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
総
務
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
８
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。）

高
校
生
と
一
緒
に
中
国
語
を

学
び
ま
せ
ん
か

期　

間　

10
月
13
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
16
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

午
後
３
時
20
分
よ
り
５
時
ま
で

講　

師　

山
口
博
子

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
卒
業
、

上
海
復
旦
大
学
留
学　

現
在
大

阪
市
立
大
学
で
中
国
語
応
用
の

授
業
を
担
当

費　

用　

テ
キ
ス
ト
代

　
　

２
、０
０
０
円
程
度

募
集
人
数　

10
名
程
度

募
集
締
め
切
り　

９
月
10
日（
金
）

（
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）

　

海
南
高
等
学
校
大
成
校
舎

　

℡
４
８
９
―
２
０
６
９

国民年金の第１号被保険者の方（サラリーマンなどの方と
その被扶養配偶者の方は除かれます）が20歳から60歳に
なるまでの40年間保険料を納めると、65歳から792,100
円（平成22年度）の老齢基礎年金が支給されます。

この年金をもう少し増やしたいとお考えの方には「付加年
金」という制度が設けられています。

◇付加保険料と付加年金の額
付加年金を受けるためには、通常の保険料とともに月額

400円の付加保険料を納めることになっています。
付加年金額は【200円×付加保険料を納めた月数】の計

算式で計算されます。
例えば、付加保険料を5年間（60カ月）納めたときの付

加保険料額は24,000円（400円×60カ月）に対し、65
歳から老齢基礎年金といっしょに支給される付加年金の額は
年額12,000円（200円×60カ月）となります。

ただし、付加年金は老齢基礎年金といっしょに支給される
ため、繰上げ受給または繰下げ受給をしたときには、本体の
老齢基礎年金と同じ割合で減額または増額されることになり
ます。

◇付加保険料を納められる方は
付加保険料を納められる方は、次のとおりとなっています。

①　自営業などの国民年金の第1号被保険者の方で保険料を
納付している方。（半額免除などの一部免除を含め、保険
料を免除されている方、国民年金基金の加入員になられて
いる方は付加保険料を納められません。）

②　60歳以上65歳未満の方など、国民年金の任意加入の方
も付加保険料を納めることができます。

　なお、付加保険料は納付期限を過ぎると納められません。
また、口座振替や割安になる前納制度をご利用いただけま
す。

　付加保険料の手続きの窓口は役場住民課または美里支所住
民室です。

問い合わせ　住民課　℡ ４８９－５９０３
　　　　　住民室　℡ ４９５－３４６４
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紀美野町臨時職員募集について
募集の内容は次のとおりです。
業務内容：保育士業務
賃　　金：日額　5,500円　社会保険加入
	 （昇給、賞与及び退職金：無し）
勤務場所：紀美野町立野上第1保育所
	 （紀美野町動木156）
募集人員：1名
雇用条件：保育士資格をお持ちの方
雇用期間：平成22年9月～平成23年2月
勤務時間：原則として　月曜日～金曜日　午前7時

15分～午後6時30分のうち昼休憩をは
さんで7時間45分

休　　日：毎週土・日曜日・国民の休日
選考方法：面接試験
試　験　日：平成22年8月20日（金）午前10時
試験場所：紀美野町総合福祉センター
申込方法　履歴書（写真添付）1通と資格免許の写
及び締切：しを持参の上、8月17日（火）までに
	 下記へお申し込みください。（郵送可、

8月17日必着）
申　込　先：紀美野町保健福祉課
	 （紀美野町総合福祉センター内）
	 〒640-1121 紀美野町下佐々 1408-4
	 ℡073-489-9960（受付は月～金曜日

の午前8時30分～午後5時15分）

平成22年度紀美野町職員募集について
　紀美野町では、下記要領で職員採用試験を実施します。

職種、予定人員等
●一般事務職３人程度　●保育士２人程度　●消防職２人程度

受　験　資　格
●一般事務職　昭和55年４月２日から平成５年４月１日まで

に生まれた者
●保　育　士　昭和55年４月２日から平成５年４月１日まで

に生まれた者で児童福祉法により保育士登録簿
に登録されている者又は平成23年３月31日
までに登録される見込みの者

●消　防　職　昭和59年４月２日から平成５年４月１日まで
に生まれた者

※受験資格の詳細については「採用試験案内」をご覧ください。

採用試験日　【１次試験】平成22年９月19日（日）
　　　　　　【２次試験】平成22年10月24日（日）

申込書の入手方法
申込書の交付については、平成22年８月５日（木）から平

成22年８月25日（水）までの間（土・日を除く、午前８時
30分から午後５時15分まで）に下記交付場所において交付
を受けるか、ホームページからダウンロードしてください。郵
送による配布はいたしません。

  紀美野町役場本庁（動木287番地）
  紀美野町役場美里支所（神野市場226番地１）
  紀美野町消防本部（下佐々803番地１）【消防職のみ交付します。】
HPｱﾄﾞﾚｽ　http://www.town.kimino.wakayama.jp

（平成22年８月５日以降に採用試験案内、申込書等がダウン
ロードできます。）

採用予定日　平成23年４月１日

申込み受付期間　平成22年８月９日（月）～平成22年８月
25日（水）午後５時15分必着（上記期間の土・日を除く、午
前８時30分から午後５時15分まで）紀美野町役場本庁　総務
課で受付をします。

その他　職員採用試験の詳細については、申込書と一緒にお渡
しする「採用試験案内」に記載させていただいております。
なお、その他問い合わせは、総務課人事担当

（℡ 073-489-5912）までお願いします。

紀美野町臨時職員募集について
業 務 内 容 地籍調査全般業務補助
募 集 人 員 ２名

雇 用 期 間 ６ヶ月間 
平成22年9月1日から平成23年2月28日

賃 金 日額　１１，０００円

勤 務 時 間 ８時30分から17時15分 
（休憩１時間含む）

雇 用 条 件
18歳以上概ね65歳までの人

（山間部での作業に対応できる体力があり、鎌
及び草刈機又はチェーンソーを扱える人）

加 入 保 険 健康保険、厚生年金保険、雇用保険

災 害 補 償 和歌山県市町村非常勤職員公務災害
補償組合規約による。

選 考 方 法 面接試験
試 験 日 時 ８月25日（水）午前９時30分から
試 験 場 所 紀美野町役場本庁２階２Ｂ会議室

申込み方法 
及び締切り

８月20日（金）17時15分まで 
（土、日曜日除く） 
履歴書、運転免許証写し持参のうえ
下記へ申し込んで下さい。

問い合わせ
及び申込み

紀美野町役場総務課（℡489-2430）
又は美里支所住民室（℡495-2021）

業務内容の 
問い合わせ

美里支所内 
地籍調査課 （℡ 495-3461）

やすらぎ園職員募集
職　　　　種 募集人数 募集条件

①臨時介護職員 若干名 不問

②食事介助に伴う（パート職員） 若干名 不問

給　　与　①介護職員：日額8,000円　6 ヶ月経過後、月額
職員に登用の途有り/月給160,000円　※別途、
通勤手当、時間外、夜間、休日勤務手当、賞与有り

　　　　　②パート職員：時給1,000円
勤務時間　①早出・日勤・夜勤（介護職）土日・祝祭日勤務が

可能な人
　　　　　②土日・祝祭日を問わず7:00 〜 10:00又は

17:30 〜 20:00で勤務が可能な人
待　　遇　各種社会保険完備、退職金制度有、昇給制度有、資

格に伴う援助制度有(但し②のパート職員は除く)
応　　募　電話連絡の上、履歴書（写真貼付）（A4サイズ市販

の物でも可）持参下さい。

申し込み・問い合わせ
〒640-1121  海草郡紀美野町下佐々 1408番地７
海南海草老人福祉施設事務組合
特別養護老人ホームやすらぎ園　事務局（℡ 489-3631）

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

【募集訓練科】・テクニカルメタルワーク科（企業実習
付）概ね40歳未満・テクニカルオペレーション科・ビル
管理科・住環境計画科

【訓練期間】平成22年10月1日(金)～平成23年3月31日(木)
【募集期間】平成22年7月30日（金）～平成22年9月3日（金） 
【受講料】無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ　独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山
センター訓練課　℡ 073(461)1532

｛
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■
日
時　

８
月
６
日（
金
）・
27
日（
金
）・

９
月
10
日（
金
）

各
日
午
後
７
時
30
分
～

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園（
多
目
的
運
動
広
場
）

■
種
目　

１
０
０
ｍ
･
１
０
０
０
ｍ
・

２
０
０
０
ｍ
・
３
０
０
０
ｍ
・

５
０
０
０
ｍ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
申
込
み　

各
回
前
日
ま
で
に
、
電
話
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
８
９
‐
５
４
０
０
）で

住
所
・
氏
名
・
年
齢（
学
年
）・
電
話

番
号
・
参
加
種
目
を
中
央
公
民
館

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

当
日
受
付
も
可
能
で
す
が
、
で

き
る
だ
け
事
前
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
参
加
費　

１
人
何
種
目
で
も
１
０
０
円
で

す
。（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
無
料
で
す
。）

■
そ
の
他　

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

や
や
こ
し
い
場
合
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

「
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
」
同
時
開
催

「
ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
・
歩
こ
う

会
」
と
同
時
開
催
で
、
午
後
７
時

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
ホ
ッ
ケ

ー
教
室
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料
（
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。）

■
申
込
み　

不
要

当
日
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

ホ
ッ
ケ
ー
の
大
会
を

　
　

見
に
来
ま
せ
ん
か
？

９
月
５
日
（
日
）
に
ス
ポ
ー
ツ

公
園
・
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
に
て
第

56
回
男
子
・
第
46
回
女
子
和
歌
山

県
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
高
校
生
か
ら
社

会
人
ま
で
予
選
を
勝
ち
あ
が
っ
た

男
女
各
４
チ
ー
ム
が
優
勝
を
目
指

し
て
試
合
を
行
い
ま
す
。

紀
美
野
町
は
２
０
１
５
年
開
催

の
第
70
回
国
民
体
育
大
会
の
ホ
ッ

ケ
ー
会
場
に
内
定
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ホ
ッ
ケ
ー
の
試

合
を
生
で
観
戦
し
ま
せ
ん
か
？ 

■
開
会
式
９
時
30
分
～

■
第
１
試
合
開
始
10
時
～　

※
観
戦
は
無
料
で
す
。

《
訂
正
と
お
詫
び
》

先
月
号（
７
月
号
）で
紹
介
し
ま

し
た
紀
美
野
町
人
権
委
員
さ
ん
の

お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は「
谷
奥
隆
治
氏
」で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者　

県
内
在
住
も
し
く
は
県
内
に
通

勤
・
通
学
の
方

■
テ
ー
マ

「
ふ
れ
あ
い
」

■
応
募
期
間　

７
月
23
日（
金
）〜
９
月
30
日（
木
）

■
応
募
先

el1301111@
pref.w

akayam
a.

lg.jp

（
海
草
振
興
局
地
域
振
興
部

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

■
お
問
合
せ　

海
草
地
方
人
権
尊
重
の
社
会
づ

く
り
推
進
連
絡
協
議
会

（
電
話
４
４
１
‐
３
３
４
４
）

■
そ
の
他　

応
募
方
法
の
詳
細
は
、
中
央
公

民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張

所
及
び
児
童
館
の
ち
ら
し
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

そ
れ
は
お
互
い
に
思
え
る
こ
と

そ
う
い
う
思
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

し
て
、
写
真
を
添
え
て
メ
ー
ル
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
親
子
・
夫
婦
。
仲
間
・
お
隣
さ
ん
…
。

　
　
一
人
じ
ゃ
　
さ
み
し
い
　
一
人
じ
ゃ
　
で
き
な
い

　
　
　
　
で
も
　
誰
か
と
　
何
か
と
　
ふ
れ
あ
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
心
が
温
か
く
な
る
　
強
く
な
れ
る
　
安
心
で
き
る

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

あ
な
た
に
と
ど
け
、
こ
の
気
持
ち

～
写
真
つ
き
の
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
～

「
ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
・
歩
こ
う
会
」
開
催

抽選で３名様に
iPod shuffle が当る！

ＱＲコードで携帯
電話から応募でき
ます。
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放
課
後
子
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
中
央
公
民
館

4
日
き
み
の
お
ん
ど
を
お
ど
ろ
う

18
日
か
ん
た
ん
工
作

25
日
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
あ
そ
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

4
日
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

11
日
よ
み
き
か
せ　

ほ
た
る　

の

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
参
加
し
よ
う

18
日
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
あ
そ
ぼ
う

25
日
ひ
ま
わ
り
の
種
を
と
ろ
う　

天
文
台
イ
ベ
ン
ト「
ペ
ル
セ

ウ
ス
座
流
星
群
特
別
観
望
会
」

■
日
時　

８
月
12
日
（
木
）…

　

午
後
９
時
～
翌
３
時
（
雨
天
中
止
）

■
会
場　

み
さ
と
天
文
台
空
の
庭…

■
そ
の
他　

参
加
無
料
・
予
約
不
要…

■
概
要…

　

天
文
台
の
庭
に
寝
転
が
っ
て
、

一
緒
に
流
星
を
な
が
め
ま
せ
ん
か
。

星
座
や
流
れ
星
の
お
話
、
小
型
望

遠
鏡
に
よ
る
天
体
観
望
な
ど
も
行

い
ま
す
。…

■
ご
注
意…

　

天
体
観
望
の
た
め
消
灯
す
る
の

で
懐
中
電
灯
等
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
防
寒
・
防
虫
対
策
を
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。
体
調
に
十
分

考
慮
し
て
、
無
理
の
な
い
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

じ
ど
う
か
ん
巡
回
劇

影
絵
劇
「
み
な
み
の
う
み
の

お
と
ぎ
ば
な
し
」

～
お
星
さ
ま
の
色
え
ん
ぴ
つ
～

■
日
時　

８
月
９
日
（
月
）

■
開
場　

午
前
９
時
30
分

■
開
演　

午
前
10
時
～
11
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
出
演　

劇
団
か
か
し
座

■
そ
の
他　

当
日
受
付
・
無
料

■
お
問
合
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

成
人
式
の
ご
案
内

■
日
時　
平
成
23
年
１
月
９
日（
日
）

■
開
式　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付　

午
後
１
時
～
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

平
成
２
年
４
月
２
日
～

平
成
３
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方

■
お
問
合
せ　

教
育
委
員
会
総
務
学
事
課

（
電
話
４
８
９
‐
５
９
１
０
）

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
図
書
室
に
つ
い
て
、
ご

感
想
、
ご
意
見
な
ど
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

《
お
知
ら
せ
》

☆　

中
央
公
民
館
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
小

川
・
志
賀
野
地
区
公

民
館
に
青
少
年
読
書

感
想
文
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
課
題
図
書
を
購

入
し
ま
し
た
。

（
課
題
図
書
は
よ

り
多
く
の
み
な
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
貸
出
し
は

１
人
１
度
に
つ
き
１

冊
、
期
間
は
１
週
間

と
し
ま
す
。）　

☆　

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
８

月
15
日
（
日
）
お
休
み
で
す
。

返
却
本
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

作
品
展
示
会

■
日
時 

10
月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

11
月
１
日
（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
所

【
一　
　

般
】　

中
央
公
民
館

【
児
童
生
徒
】　

文
化
セ
ン
タ
ー

児
童
生
徒
発
表
会

■
日
時 

10
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

図
書
室
だ
よ
り

先
月
７
日
に
、
４
月
よ
り
休
館

し
て
い
た
図
書
室
が
新
し
く
な
っ

て
開
室
し
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
合
計
３
万
５
千
冊
の
図
書

を
相
互
に
検
索
し
、
予
約
を
し
て

取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

よ
り
便
利
に
図
書
室
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
刊
コ
ー
ナ
ー
や
、
特

集
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
し
て
、

読
書
を
よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

一
般
芸
能
大
会

■
日
時

10
月
31
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

茶
席

■
日
時

10
月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
日
時

10
月
31
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

作
品
・
出
演
募
集
に
つ
い
て
の

詳
細
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

第
５
回　

紀
美
野
町
文
化
祭

10
月
30
日
（
土
）
・
31
日
（
日
）
・
11
月
１
日
（
月
）

新刊紹介
【中央公民館】
「神苦楽島　上・下」内田康夫・著
「かのこちゃんとﾏﾄﾞﾚｰﾇ夫人」万城目学・著
「東京アクアリウム」小池真理子・著
「小暮写真館」宮部みゆき・著
「道徳という名の少年」桜庭一樹・著
「敬語すらすら便利帳」今井登茂子・著
「ペネロペパリへいく」アン・グットマン・著
「だじゃれ日本一周」長谷川義史・著
「秘密のﾏｼﾝ、ｱｲｸﾗ」ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ・ﾉﾘｽ・著

【文化センター】
「１Ｑ８４　ＢＯＯＫ３」村上春樹・著
「逃げる」永井するみ・著
「神様のカルテ」夏川草介・著
「子どもを賢く育てる暮らし方」陰山英男・著
「ご飯が炊けるまでに一汁三菜」田村隆・著
「にこちゃんのママのて」あきやまただし・著
「カッパのあいさつ」高畠那生・著
「王さまライオンのケーキ」ﾏｼｭｰ ･ﾏｹﾘｺﾞｯﾄ・著
「ほんとのおおきさ水族館」小宮輝之・著

２０１０年は国民
読書年です。読書生
活はじめませんか？

中央公民館図書室
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私
た
ち
俳
句
会
の
仲
間
は
、
現
在
17
名
で
講
師
は
手
拝
裕
任
先
生
で
す
。

七
句
を
持
ち
寄
り
、
全
員
で
好
き
な
句
を
取
り
合
う
と
い
う
互
選
を
行
い
ま

す
。
最
後
に
講
師
先
生
か
ら
入
選
句
と
特
選
句
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
い
な
が
ら
の
俳
句
会
で
す
。
季
語

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
や
生
活
の
中
で
季
節
を
感
じ
取
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
年
に
一
度
、
バ
ス
な
ど
で
県
内
や
県
外

に
吟
行
へ
出
か
け
ま
す
。

俳
句
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

決
し
て
難
し
く
な
く
、
か
え
っ
て
初
め
て
の
方
の
ほ
う
が
自
由
な
発
想
で
お
も

し
ろ
い
句
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り
「
山
百
合
俳
句
会
」

「
児
童
絵
画
展
」

き
み
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い

る
よ
！

■
展
示
期
間　

10
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
役

場
本
庁
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
美
里

支
所

【
野
上
第
１
保
育
所
】

あ
ん
だ
い
ら
ふ
う
し
・
む
か
え
た

か
ら
・
や
ま
し
た
り
お
・
お
ま
え

と
も
か
・
に
し
お
ん
じ
や
す
と

【
野
上
第
２
保
育
所
】

に
し
お
ん
じ
て
る
ゆ
き
・
ひ
ら
か

わ
ゆ
う
た
・
こ
も
り
ら
く
・
な
か

い
え
み
き
・
す
が
わ
し
ょ
う
ま　

【
神
野
保
育
所
】

や
ど
う
ま
る
さ
ら
さ
・
あ
ぶ
ら
や

え
り
・
ま
つ
お
ふ
う
か
・
お
か
も

と
た
く
み

【
毛
原
保
育
所
】

つ
ぼ
い
な
つ
き

【
野
上
小
学
校
】

道
上
晴
斗
・
吉
見
成
未
・
南
方
り

さ
・
北
道
な
お
・
中
西
く
る
み
・

峰
愛
美
・
西
井
杏
菜
・
佐
々
本
哲

平
・
松
尾
翔
介
・
笹
尾
泰
生
・
桑

添
眞
里
奈
・
京
井
琳

【
小
川
小
学
校
】

上
田
尚
弥
・
宮
下
天
翔
・
日
裏
裕

介
・
日
裏
雅
貴
・
中
谷
弦

【
下
神
野
小
学
校
】

芝
滝
月
雲
・
中
村
光
稀
・
田
上
萌

・
油
谷
泉
里
・
矢
動
丸
は
る
か
・

松
本
渉

【
毛
原
小
学
校
】

弓
庭
颯
太
・
岡
地
成
吾
・
吉
村
耀

璃
・
西
澤
和
久

【
野
上
中
学
校
】

山
東
雄
斗
・
松
本
さ
つ
き
・
中
出

裕
也
・
岡
裏
利
恵
・
瀬
畑
佑
衣
・

御
前
芽
衣

【
美
里
中
学
校
】

寺
中
涼
夏
・
川
上
絢
加
・
中
村
春
花

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

井
本
翔
・
坪
井
雅
弘
・
向
井
中
伶

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
五
十
二

回
文
物
語
（
そ
の
８
）

「
妻
を
め
と
ら
ば
」
の
巻　

　
　
　

町
誌
編
纂
室　

森
下　

誠

明
治
三
年
、
美
里
地
域
が
五

条
県
に
移
管
さ
れ
た
年
の
八
月
、

五
条
県
庁
か
ら
「
村
々
役
人
」
あ

て
に
「
説
諭
布
告
」
と
題
す
る
文

書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。(

写

真)

中
味
は
冠
婚
葬
祭
に
つ
い
て

の
お
達
し
で
す
。
前
半
結
婚
の
部

を
要
約
し
ま
す
。

①
結
婚
式
は
一
生
一
度
の
こ
と
だ

か
ら
盛
大
に
や
り
た
い
の
は
わ

か
る
け
ど
、
衣
装
か
ら
嫁
入
り

道
具
ま
で
た
い
そ
う
も
の
い
り

だ
か
ら
質
素
倹
約
す
る
こ
と
。

②
祝
言
は
仲
人
と
親
類
だ
け
で
や

れ
。
余
分
な
客
は
呼
ぶ
な
、
こ

う
い
う
こ
と
は
ま
ず
庄
屋
年
寄

り
な
ど
が
率
先
し
て
村
人
の
手

本
と
な
れ
。

③
妻
を
娶
る
第
一
の
目
的
は
「
世

継
ぎ
」
を
作
る
事
で
あ
る
。
二

番
目
は
家
事
を
営
む
た
め
で
あ

る
。
嫁
は
自
分
の
務
め
を
果
た

し
夫
の
仕
事
を
助
け
る
こ
と
が

肝
要
で
、
な
ん
ぼ
立
派
な
式
を

挙
げ
て
も
、
こ
れ
が
で
き
ん
よ

う
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
。

④
女
た
る
も
の
は
一
生
の
内
夫
を

換
え
る
事
は
た
い
へ
ん
な
恥
と

思
え
、
身
を
慎
み
機
織
り
、
糸

取
り
、
蚕
飼
い
、
針
仕
事
な
ど

よ
く
よ
く
心
が
け
る
こ
と
。

⑤
男
は
容
色
に
迷
わ
ず
ま
ず
貞
実

な
女
性
を
選
び
家
事
の
基
礎
を

確
立
せ
よ
。

⑥
嫁
を
選
ぶ
と
き
は
、
両
親
の
意

見
に
従
い
、
親
類
に
も
相
談
し

た
う
え
で
、
型
ど
お
り
の
手
順

を
踏
む
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

た
妾
宅
な
ど
を
構
え
た
り
、
両

親
の
許
し
を
受
け
ず
勝
手
に
気

に
入
り
の
女
性
を
貰
い
、
そ
の

た
め
に
家
庭
不
和
に
な
る
こ
と

は
よ
く
あ
る
事
な
の
で
気
を
つ

け
よ
。
た
と
え
自
分
が
気
に

入
っ
た
女
性
で
も
こ
の
手
順
を

踏
ま
な
い
結
婚
は
認
め
ら
れ
な

い
。
こ
の
き
ま
り
を
犯
し
た
な

ら
調
査
の
上
で
処
分
す
る
。

な
に
し
ろ
一
四
〇
年
前
の
話
で

す
か
ら
、「
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
な

あ
」
と
い
う
点
も
あ
る
し
「
そ
う

だ
そ
う
だ
」の
部
分
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
が
我
が
国
の
伝
統
的

な
結
婚
の
あ
り
方
だ
っ
た
の
か
ど

う
か
、
日
本
古
来
の
伝
統
と
思
い

込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、

明
治
政
府
が
「
発
明
」
し
た
部
分

も
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。
た

と
え
ば
神
仏
分
離
は
明
治
政
府
が

言
い
出
し
た
こ
と
で
日
本
古
来
の

伝
統
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
中
妻

を
娶
る
目
的
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
「
お
世
継
ぎ
第
一
」
の
考
え

方
も
「
三
年
子
な
き
は
去
る
」
の

こ
と
ば
を
生
み
ま
し
た
が
、
も
と

も
と
家
名
に
頼
る
大
名
や
武
家
社

会
の
も
の
で
、
苗
字
を
持
た
な
い

百
姓
町
人
の
く
ら
し
に
ど
こ
ま
で

根
ざ
し
て
い
た
か
私
は
疑
問
に
思

い
ま
す
。
た
だ
こ
の
明
治
三
年
か

ら
平
民
に
も
か
つ
て
の
武
士
な
み

に
「
苗
字
＝
姓
」
が
許
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
先
輩
た
ち
も

つ
い
意
気
込
ん
で
、「
姓
」
に
こ

だ
わ
り
は
じ
め
た
の
か
、
い
ま
や

夫
婦
別
姓
が
国
会
の
争
点
に
ま
で

出
世
し
ま
し
た
。
明
治
と
い
う
時

代
は
近
代
日
本
の
社
会
に
い
ろ
ん

な
種
を
蒔
い
た
時
代
で
す
。
そ
の

恩
恵
と
「
つ
け
」
を
見
分
け
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
仕
事
で
す

が
、そ
の
あ
た
り
が
「
温
故
知
新
」

の
だ
い
ご
味
で
し
ょ
う
か
。

明治三年御廻文留 ･
毛原丹生神社蔵

活動　毎月第 1 土曜日午後 2 時～
中央公民館　



2010.813

  天文台だより
　時にはみんなで天の川探し

矢動丸　泰　

『東京の空には薄し天の川』これは俳人・高浜虚
子が詠んだ句です。
彼が活躍した明治から昭和初期でもこのような状
況であれば、現代の都会の星空は推して知るべしで
す。
近頃の子ども達は、小学校の理科の授業で夏の星
座を観察することを教わります。その時習うのが夏
の大三角。都会でも見つけることのできる三つの１
等星たちです。
大きな三角形を作る三つの星のうち二つが、有名
な「おりひめぼし」と「ひこぼし」です。七夕のお
話でご存知のように、この間を天の川が流れていま
す。
蒸し暑い夏の夜、夕涼みで庭へ出て見上げた空に、
満天の星そして天の川。紀美野町で生まれ育った
方々には懐かしさすら感じさせる夏の夜の情景です。

今年の夏休みや
お盆には、久しぶ
りに遊びにきた子
ども達に夏の大三
角を教わりながら、
一緒に天の川を探
してみてはいかが
でしょうか。

歌　

の　

小　

道

活
け
鯛
に
お
神み

酒き

を
あ
げ
て
海
開
き
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
哲
夫

西
東
分
か
つ
こ
と
無
き
河か

じ
か鹿

笛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

ま
ま
ご
と
の
内
緒
話
や
金
魚
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

青
竹
を
器
と
な
し
て
冷
素
麺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

新
じ
ゃ
が
を
掘
る
長
靴
の
黒
光
り
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

ポ
ス
タ
ー
を
貼
つ
て
ひ
と
息
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

分ぶ
げ
ん
し
ゃ

限
者
の
屋
敷
を
囲
み
立た

ち
あ
お
い葵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

燕
の
子
大
き
く
な
り
て
こ
ぼ
れ
さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

血
を
採
ら
れ
少
し
涼
し
く
な
り
し
か
な
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

憂
き
こ
と
を
払
ふ
ご
と
く
に
枝
払
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

お
茶
を
摘
む
て
も
と
柔
ら
に
靑
虫
の

　
　
　
　
　
　
二
つ
ま
な
こ
や
初
夏
の
風
　
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

梅
雨
曇
る
朝
の
散
歩
路
歩
み
つ
つ

　
　
　
　
　
　
水
張
田
に
う
つ
る
景
色
眺
む
る
　
　
　
　
今
出
瑞
子

著し
ゃ
が莪

咲
け
る
峡
路
行
き
つ
つ
山
の
気
を

　
　
　
　
　
　
深
く
吸
ひ
し
か
生い

の
ち命
を
想
ふ
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

裏
山
は
青
葉
一
色
見
上
ぐ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
空
に
浮
き
た
り
雨
に
烟け

ぶ

り
た
り
　
　
　
　
黒
西
葉
子

解
禁
を
楽
し
み
兄
の
立
ち
寄
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
数
年
振
り
の
腕
確
か
む
と
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

水み
ず
が
め甕

に
露
の
一
滴
こ
ぼ
れ
落
ち

　
　
　
　
　
　
紫
陽
花
の
枝
ぼ
よ
よ
と
映
る
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

僕
の
背
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
忘
れ
も
の

　
　
　
　
　
　
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
メ
イ
ク
ポ
ー
チ
よ
　
香
月
に
い
な

山
々
の
み
ど
り
も
美は

し
き
こ
の
朝

　
　
　
　
　
　
病
む
身
の
我
も
衣
替
え
す
る
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

  学校だより
  教室とは違った学びや楽しさ
	 紀美野町立毛原小学校

現在、毛原小学校の児童数は１年生３名、４年生
４名、５年生３名、６年生２名の計１２名です。今
年から週に一度、全校集会でスピーチ活動に取り組
んでいます。自分がみんなに話したいことを毎回二
人ずつ発表します。発表のあと、今度は聞いている
人が意見や感想を言ったり、質問したりします。そ
の後、一人ひとりがスピーチしてくれた人に手紙を
書いて渡します。自分が話したことに対して感想を
言ってもらったり、手紙をもらったりすると、とて
も嬉しくてみんな笑顔になっています。自分の考え
や思いを相手が分かるように伝える力と相手の話を
丁寧に聞ける力をつけることにより、お互いの信頼
関係が深まり、更に学習も深まると考えています。
授業の中でも話し合う活動を大切にしていますが、
この集会でのスピーチ活動は１年生から６年生のみ
んなで活動するので、教室とは違った学びや楽しさ
があります。
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☆
星
に
願
い
を･･･

　
　
　
　

七
夕
の
笹
飾
り
☆
彡

７
月
７
日
の
七
夕
に
ち
な
み
町

内
の
各
保
育
所
で
「
防
火
七
夕
祭

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、「
ひ
あ
そ
び
し

ま
せ
ん
」・「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」
と

い
っ
た
防
火
の
誓
い
や
「
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
に
な
り
た
い
」・「
プ
リ

キ
ュ
ア
に
な
り
た
い
」・「
し
ょ
う

ぼ
う
し
に
な
り
た
い
」・「
か
ん
ご

し
さ
ん
に
な
り
た
い
」・「
や
き
ゅ

う
せ
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
」・「
お

は
な
や
さ
ん
に
な
り
た
い
」
な
ど

と
色
々
な
願
い
の
こ
も
っ
た
短
冊

と
き
ら
び
や
か
な
飾
り
を
笹
い
っ

ぱ
い
に
吊
る
し
た
見
事
な
笹
飾
り

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
園
児
か
ら
い
た
だ
い
た

笹
飾
り
を
消
防
署
前
に
飾
り
つ
け

る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
道
行
く

人
へ
ひ
と
き
わ
華
や
か
に
防
火
の

Ｐ
Ｒ
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

６
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３

日
間
、
美
里
中
学
校
２
年
生
の
生

徒
が
職
業
体
験
学
習
の
た
め
消
防

署
に
て
、
救
急
・
救
助
・
放
水
訓

練
を
体
験
し
、
防
火
意
識
の
高
揚

と
救
命
活
動
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
た
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容　

（
１
）　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）　

出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関

　
　
　

す
る
こ
と

講
習
時
間　

午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限　

受
講
し
よ
う

と
す
る
月
の
前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
ー
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

消防署前の笹飾り

野上第 2 保育所

毛原保育所

野上第 1 保育所（年長）

神野保育所

寺本　和樹君

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

６月の消防の動き
●火災発生件数…1件（その他）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 20（　） （　）

　（　）

20（　）
一 般 負 傷 ９（　） （　） ９（　）
交 通 事 故 ２（　） ２（　）

６（１） ６（１）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 37（１） 37（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
９
月
12
日（
日
）

職
業
体
験
学
習
を　
　

　
　
　
　
　

終
え
て



2010.815

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第2回）
夏本番ですね。
食事はきちんと取っていますか。特に朝食は一日の始ま

り、元気の源です。
学校や職場で「体がだるい」とか、「集中できない」と

かの原因は朝食抜きの方に多いようです。パンとコーヒー
だけで朝食を済ませている方も、もう一品追加して少しで
も栄養バランスのとれた食事を心がけましょう。

今回は夏野菜の中から「かぼちゃ」を使ったレシピをご
紹介します。かぼちゃには癌を予防する強力な力となるビ
タミンA（カロチン）、C、Eの３つが揃っています。煮物
やスイーツなど幅広く利用されていますが、スープにする
と喉通りもよく、冷めても美味しいので朝食の一品にぴっ
たりですよ。

かぼちゃのスープ　材料と作り方（4人分）
（材料）　かぼちゃ　　２００ｇ
　　　　玉ねぎ　　　（小）1/2個
　　　　バター　　　大さじ１
　　　　スープ　　　５００ｃｃ（固形スープ1個＋水）
　　　　牛乳　　　　２００ｃｃ
　　　　生クリーム　大さじ３

　　　　パセリ　　　少々（みじん切り）
　　　　塩　　　　　小さじ１/ ３　　　　
　　　　コショウ　　少々

（作り方）
１、かぼちゃ、玉ねぎは薄切りにする。
２、鍋にバターを溶かし、かぼちゃと玉ねぎをしんなり

するまで炒め、スープを加え軟らかくなるまで煮て、
火を止める。

３、あら熱が取れたらミキサーにかけ、なめらかなク
リーム状にする。

　　（ミキサーを使わない場合は、目の細かいざるで熱
いうちに裏ごしをする。）

４、（３）に牛乳と生クリームを加え、火にかけ、塩と
コショウで味を調える。

５、器に入れ、パセリを散らす。
＊　パセリの他に、クルトンやパン粉をフライパンで焦

げ色がつくまで炒めたものを散らしても美味しいで
すよ。

あっさりしたものばかりではなく、食事のバランスを考
え、元気で夏を楽しみましょう。

（一句）・・・向
ひ ま わ り

日葵の　元気もらいて　上を向く・・・
産業課より　

編 集 後 記
暑中お見舞い申し上げます。
８月は、７日に開幕する夏の全国高校野球大会をは

じめ、15 日（日）の「きみの夏祭り」などイベントが盛り
だくさん。また、ご家族で旅行や海水浴などを計画され
ている方も多いと思います。暑い日が続きますが、健康
管理には十分注意され、この夏をお過ごしください。 訂　正

７月号（15 頁）の「紀美野町の人口」で、総人
口「１１,９０７人」は「１０,９０７人」の誤りで
した。お詫びして訂正します。

紀美野町の人口

（平成22年6月末現在）
紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,887人
 …………　男　 5,077人
 …………　女　 5,810人
 …………数帯世 4,634世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）
　4日（水） 移動町長室【24日(火)】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
〃 11:00 〜 犬ねこの譲渡講習会【8日(日)・22日(日)】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
〃 19:30 〜 盆踊り練習会 農村総合センター 商工会 495-2188
6日（金）19:30 〜 ナイター走ろう・歩こう会、ホッケー教室 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915

　7日（土）13:00 〜 和歌山国際児童合唱祭　サテライト・コンサートin紀美野町 文化センター 文化センター 495-9055
8日（日）18:30 〜「宝くじ文化公演」吉本バラエティ－ショー 文化センター 文化センター 495-9055
9日（月） 9:30 〜 じどうかん巡回劇 総合福祉センター 青少年センター 489-5909
〃 19:30 〜 盆踊り練習会 中央公民館 商工会 495-2188

12日（木）21:00 〜 ペルセウス座流星群特別観望会 みさと天文台空の庭 みさと天文台 498-0305
15日（日）16:00 〜  第５回きみの夏祭り 文化センター 商工会 495-2188
18日（水) 13:00 〜 行政相談【～１５：００】 中央公民館・美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
27日（金）19:30 〜 ナイター走ろう・歩こう会、ホッケー教室 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915

８月
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第5回

■入 場 料（全自由席）
2,000円（当日2,500円）
前売りで完売した場合、当日券はありません。
未就学児のご同伴、ご入場はご遠慮ください。

■チケット販売開始
8月２日（月）販売時間は各施設の開館、就業時間
内です。
予約受付けはいたしません。

■チケット販売場所
中央公民館　文化センター　役場美里支所　小
川地区公民館　志賀野地区公民館　長谷毛原出
張所　真国出張所　国吉出張所　総合福祉セン
ター

■主　催　紀美野町　紀美野町教育委員会
■問い合わせ　紀美野町中央公民館　℡４８９－５９１５

町民癒しのコンサート町民癒しのコンサート

９月４日（土）
開演　午後６時30分（開場　午後６時）
　　　中央公民館大ホール
出演　島倉千代子　　冠　二郎

島倉千代子 冠　二郎

い や

みんなで川を大切にしましょう。
美里河川一斉清掃のお知らせ

毎年住民の皆様にご参加を頂き、河川の一斉清掃を行っ
ています。
本年も住民の皆様のご参加をお待ちしております。
(作業は2時間程度です。)

実 施 日　　8月28日(土)
　　　　　　※雨天の場合は９月１１日(土)
集合時間　　8時00分

問い合わせ／

地　区　名
下神野地区
上神野地区
国 吉 地 区
毛 原 地 区
長谷宮地区
下真国地区
上真国地区

集　合　場　所
美里中学校グラウンド
自然体験世代交流センター
国吉多目的集会所
長谷毛原中学校グラウンド
旧 長谷小学校グラウンド
真国区民センター駐車場
円明寺上北辰雄宅前

美里河川愛護会　事務局　美里支所
住民室（℡　495－3463）へ連絡下さい。
(締切り８月１７日まで)

第５回きみの夏祭りプログラム

16:00 ～ 野上中学校吹奏楽部

16:15 ～ 海南高校大成校舎総合音楽部（ロックバンド）

16:30 ～ 海南高校美里分校和太鼓部

16:50 ～ 紀美野ハワイアン－フラ

17:00 ～ 仮面ライダー　ダブル

18:00 ～ 小椋誠也(アコースティックライブ)

18:25 ～ セレモニー

18:50 ～ 和歌祭保存会　唐舩御船歌連中

野上八幡宮奉納太鼓「鼓々楽」

19:10 ～ りら創造芸術高等専修学校（パフォーマンス）

19:30 ～ まとい講（伝統文化の披露）

19:40 ～ 紀美野町吹奏楽団

20:00 ～ 盆踊り

20:30 ～ 花火大会


